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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成23年8月11日(2011.8.11)
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【公表日】平成21年12月10日(2009.12.10)
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【手続補正書】
【提出日】平成22年6月30日(2010.6.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも１つの鉄キレート化合物またはその医薬上許容され得る塩および少なくとも１
つの抗真菌剤またはその医薬上許容され得る塩を含む、組成物。
【請求項２】
前記鉄キレート化合物が、デフェリプロンまたはデフェラシロクスを含む、請求項１記載
の組成物。
【請求項３】
前記抗真菌剤が、ポリエン抗真菌剤、アゾール抗真菌剤またはエキノキャンディン抗真菌
剤を含む、請求項１記載の組成物。
【請求項４】
前記ポリエン抗真菌剤が、アンホテリシンＢデオキシコール酸塩、リポソームアンホテリ
シンＢ、アンホテリシンＢ脂質複合体またはアンホテックから選択される、請求項３記載
の組成物。
【請求項５】
前記アゾール抗真菌剤が、ポサコナゾール、ボリコアゾール（ｖｏｒｉｃｏａｚｏｌｅ）
、フルコナゾールまたはイトラコナゾールから選択される、請求項３記載の組成物。
【請求項６】
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前記エキノキャンディン抗真菌剤が、カスポファンギン酢酸塩またはミカファンギンから
選択される、請求項３記載の組成物。
【請求項７】
２つまたはそれ以上の鉄キレート化合物をさらに含む、請求項１記載の組成物。
【請求項８】
前記２つまたはそれ以上の鉄キレート化合物が、デフェリプロンおよびデフェラシロクス
を含む、請求項７記載の組成物。
【請求項９】
２つまたはそれ以上の抗真菌剤をさらに含む、請求項１記載の組成物。
【請求項１０】
前記２つまたはそれ以上の抗真菌剤が、ポリエン抗真菌剤、アゾール抗真菌剤またはエキ
ノキャンディン抗真菌剤から選択される、請求項９記載の組成物。
【請求項１１】
前記抗真菌剤が、アンホテリシンＢデオキシコール酸塩、リポソームアンホテリシンＢ、
アンホテリシンＢ脂質複合体、アンホテック、ポサコナゾール、ボリコアゾール、フルコ
ナゾール、イトラコナゾール、カスポファンギン酢酸塩またはミカファンギンから選択さ
れる、請求項１０記載の組成物。
【請求項１２】
治療有効量の前記鉄キレート化合物、前記抗真菌剤またはそれらの両方をさらに含む、請
求項１記載の組成物。
【請求項１３】
医薬上許容され得る媒体をさらに含む、請求項１記載の組成物。
【請求項１４】
真菌症を有するかまたは真菌症に感染し易い個体において真菌症を治療または予防するた
めの組成物であって、治療有効量の少なくとも１つの鉄キレート化合物を含み、該鉄キレ
ート化合物が、該真菌症に対する非シデロフォアまたは非異種シデロフォアを含む、組成
物。
【請求項１５】
前記真菌症が、接合真菌症、アスペルギルス症、クリプトコッカス症、カンジダ症、ヒス
トプラズマ症、コクシジオイデス症、パラコクシジオイデス症、フザリウム症（ヒアロヒ
ホ真菌症）、ブラストミセス症、ペニシリウム症またはスポロトリクス症を含む、請求項
１４記載の組成物。
【請求項１６】
前記接合真菌症が、ムコール症をさらに含む、請求項１５記載の組成物。
【請求項１７】
前記ムコール症が、脳型ムコール症、肺ムコール症、胃腸ムコール症、播種性ムコール症
、骨ムコール症、縦隔ムコール症、気管ムコール症、腎臓ムコール症、腹膜ムコール症、
上大静脈ムコール症または外耳炎ムコール症を含む、請求項１６記載の組成物。
【請求項１８】
前記ムコール症が、ケカビ目内の感染性因子に関連する、請求項１７記載の組成物。
【請求項１９】
前記ケカビ目内の因子が、Ｒｈｉｚｏｐｕｓ　ｏｒｙｚａｅ（Ｒｈｉｚｏｐｕｓ　ａｒｒ
ｈｉｚｕｓ）、Ｒｈｉｚｏｐｕｓ　ｍｉｃｒｏｐｏｒｕｓ変種ｒｈｉｚｏｐｏｄｉｆｏｒ
ｍｉｓ、Ａｂｓｉｄｉａ　ｃｏｒｙｍｂｉｆｅｒａ、Ａｐｏｐｈｙｓｏｍｙｃｅｓ　ｅｌ
ｅｇａｎｓ、Ｍｕｃｏｒ種、Ｒｈｉｚｏｍｕｃｏｒ　ｐｕｓｉｌｌｕｓおよびＣｕｎｎｉ
ｎｇｈａｍｅｌｌａ種（Ｃｕｎｎｉｎｇｈａｍｅｌｌａ科）からなるＲｈｉｚｏｐｕｓ種
から選択される、請求項１８記載の組成物。
【請求項２０】
前記カンジダ症が、Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ、Ｃａｎｄｉｄａ　ｋｒｕｓｅｉ
、Ｃａｎｄｉｄａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｃａｎｄｉｄａ　ｇｌａｂｒａｔａおよびＣ
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ａｎｄｉｄａ　ｐａｒａｐｓｉｌｏｓｉｓからなるCandida種から選択される感染性因子
に関連する、請求項１５記載の組成物。
【請求項２１】
前記アスペルギルス症が、Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｕｍｉｇａｔｕｓ、Ａｓｐｅｒｇ
ｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ、Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｔｅｒｒｅｕｓ、Ａｓｐｅｒｇｉ
ｌｌｕｓ　ｎｉｄｕｌａｎｓおよびＡｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｃｌａｖａｔｕｓからなる
Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ種から選択される感染性因子に関連する、請求項１５記載の組成
物。
【請求項２２】
前記鉄キレート化合物が、デフェリプロンまたはデフェラシロクスを含む、請求項１４記
載の組成物。
【請求項２３】
２つまたはそれ以上の鉄キレート化合物をさらに含み、各鉄キレート化合物が、前記真菌
症に対する非シデロフォアまたは非異種シデロフォアを含む、請求項１４記載の組成物。
【請求項２４】
前記２つまたはそれ以上の鉄キレート化合物が、デフェリプロンおよびデフェラシロクス
を含む、請求項２３記載の組成物。
【請求項２５】
前記組成物が、前記真菌症の発症の前に、予防的に投与されることを特徴とする、請求項
１４記載の組成物。
【請求項２６】
真菌症を有するかまたは真菌症に感染し易い個体において真菌症を治療または予防するた
めの組み合わせ物であって、治療有効量の少なくとも１つの鉄キレート化合物および少な
くとも１つの抗真菌剤を含み、該鉄キレート化合物が、該真菌症に対する非シデロフォア
または非異種シデロフォアを含む、組み合わせ物。
【請求項２７】
前記真菌症が、接合真菌症、アスペルギルス症、クリプトコッカス症、カンジダ症、ヒス
トプラズマ症、コクシジオイデス症、パラコクシジオイデス症、フザリウム症（ヒアロヒ
ホ真菌症）、ブラストミセス症、ペニシリウム症またはスポロトリクス症を含む、請求項
２６記載の組み合わせ物。
【請求項２８】
前記接合真菌症が、ムコール症をさらに含む、請求項２７記載の組み合わせ物。
【請求項２９】
前記ムコール症が、脳型ムコール症、肺ムコール症、胃腸ムコール症、播種性ムコール症
、骨ムコール症、縦隔ムコール症、気管ムコール症、腎臓ムコール症、腹膜ムコール症、
上大静脈ムコール症または外耳炎ムコール症を含む、請求項２８記載の組み合わせ物。
【請求項３０】
前記ムコール症が、ケカビ目内の感染性因子に関連する、請求項２９記載の組み合わせ物
。
【請求項３１】
前記ケカビ目内の因子が、Ｒｈｉｚｏｐｕｓ　ｏｒｙｚａｅ（Ｒｈｉｚｏｐｕｓ　ａｒｒ
ｈｉｚｕｓ）、Ｒｈｉｚｏｐｕｓ　ｍｉｃｒｏｐｏｒｕｓ変種ｒｈｉｚｏｐｏｄｉｆｏｒ
ｍｉｓ、Ａｂｓｉｄｉａ　ｃｏｒｙｍｂｉｆｅｒａ、Ａｐｏｐｈｙｓｏｍｙｃｅｓ　ｅｌ
ｅｇａｎｓ、Ｍｕｃｏｒ種、Ｒｈｉｚｏｍｕｃｏｒ　ｐｕｓｉｌｌｕｓおよびＣｕｎｎｉ
ｎｇｈａｍｅｌｌａ種（Ｃｕｎｎｉｎｇｈａｍｅｌｌａ科）からなるＲｈｉｚｏｐｕｓ種
種から選択される、請求項３０記載の組み合わせ物。
【請求項３２】
前記カンジダ症が、Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ、Ｃａｎｄｉｄａ　ｋｒｕｓｅｉ
、Ｃａｎｄｉｄａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｃａｎｄｉｄａ　ｇｌａｂｒａｔａおよびＣ
ａｎｄｉｄａ　ｐａｒａｐｓｉｌｏｓｉｓからなるCandida種から選択される感染性因子
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に関連する、請求項２７記載の組み合わせ物。
【請求項３３】
前記アスペルギルス症が、Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｕｍｉｇａｔｕｓ、Ａｓｐｅｒｇ
ｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ、Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｔｅｒｒｅｕｓ、Ａｓｐｅｒｇｉ
ｌｌｕｓ　ｎｉｄｕｌａｎｓおよびＡｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｃｌａｖａｔｕｓからなる
Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ種から選択される感染性因子に関連する、請求項２７記載の組み
合わせ物。
【請求項３４】
前記鉄キレート化合物が、デフェリプロンまたはデフェラシロクスを含む、請求項２６記
載の組み合わせ物。
【請求項３５】
前記抗真菌剤が、ポリエン抗真菌剤、アゾール抗真菌剤またはエキノキャンディン抗真菌
剤を含む、請求項２６記載の組み合わせ物。
【請求項３６】
前記ポリエン抗真菌剤が、アンホテリシンＢデオキシコール酸塩、リポソームアンホテリ
シンＢ、アンホテリシンＢ脂質複合体またはアンホテックから選択される、請求項３５記
載の組み合わせ物。
【請求項３７】
前記アゾール抗真菌剤が、ポサコナゾール、ボリコアゾール（ｖｏｒｉｃｏａｚｏｌｅ）
、フルコナゾールまたはイトラコナゾールから選択される、請求項３５記載の組み合わせ
物。
【請求項３８】
前記エキノキャンディン抗真菌剤が、カスポファンギン酢酸塩またはミカファンギンから
選択される、請求項３５記載の組み合わせ物。
【請求項３９】
２つまたはそれ以上の鉄キレート化合物をさらに含み、各鉄キレート化合物が、前記真菌
症に対する非シデロフォアまたは非異種シデロフォアを含む、請求項２６記載の組み合わ
せ物。
【請求項４０】
前記２つまたはそれ以上の鉄キレート化合物が、デフェリプロンまたはデフェラシロクス
を含む、請求項３９記載の組み合わせ物。
【請求項４１】
２つまたはそれ以上の抗真菌剤をさらに含む、請求項２６記載の組み合わせ物。
【請求項４２】
前記２つまたはそれ以上の抗真菌剤が、ポリエン抗真菌剤、アゾール抗真菌剤またはエキ
ノキャンディン抗真菌剤から選択される、請求項４１記載の組み合わせ物。
【請求項４３】
前記抗真菌剤が、アンホテリシンＢデオキシコール酸塩、リポソームアンホテリシンＢ、
アンホテリシンＢ脂質複合体、アンホテック、ポサコナゾール、ボリコアゾール、フルコ
ナゾール、イトラコナゾール、カスポファンギン酢酸塩またはミカファンギンから選択さ
れる、請求項４２記載の組み合わせ物。
【請求項４４】
前記組み合わせ物が、前記真菌症の発症の前に、予防的に投与されることを特徴とする、
請求項２６記載の組み合わせ物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
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　要旨
　本発明は、少なくとも１つの鉄キレート化合物および少なくとも１つの抗真菌剤を含む
、組成物を提供する。組成物は、鉄キレート化合物であるデフェリプロンまたはデフェラ
シロクスを含み得る。組成物に含まれる抗真菌剤には、ポリエン抗真菌剤、アゾール抗真
菌剤またはエキノキャンディン抗真菌剤が挙げられ得る。本発明はまた、真菌症（ｆｕｎ
ｇａｌ　ｃｏｎｄｉｔｉｏｎ）を治療または予防する方法を提供する。方法は、真菌症を
有するかまたは真菌症に感染し易い個体に、治療有効量の少なくとも１つの鉄キレート化
合物を真菌症の重症度を減少させるのに十分な時間にわたって投与することを含み、鉄キ
レート化合物は、真菌症に対する非シデロフォアまたは非異種シデロフォアを含む。本発
明により提供される真菌症を治療または予防する方法はまた、真菌症を有するかまたは真
菌症に感染し易い個体に、治療有効量の少なくとも１つの鉄キレート化合物および少なく
とも１つの抗真菌剤を投与することを含み得る。本発明によれば、真菌症の発症の前に、
少なくとも１つの鉄キレート化合物または少なくとも１つの鉄キレート化合物および少な
くとも１つの抗真菌剤を予防的に投与することを含む方法がさらに提供される。
　本発明の好ましい実施形態では、例えば以下の組成物などが提供される：
（項目１）
少なくとも１つの鉄キレート化合物またはその医薬上許容され得る塩および少なくとも１
つの抗真菌剤またはその医薬上許容され得る塩を含む、組成物。
（項目２）
前記鉄キレート化合物が、デフェリプロンまたはデフェラシロクスを含む、項目１記載の
組成物。
（項目３）
前記抗真菌剤が、ポリエン抗真菌剤、アゾール抗真菌剤またはエキノキャンディン抗真菌
剤を含む、項目１記載の組成物。
（項目４）
前記ポリエン抗真菌剤が、アンホテリシンＢデオキシコール酸塩、リポソームアンホテリ
シンＢ、アンホテリシンＢ脂質複合体またはアンホテックから選択される、項目３記載の
組成物。
（項目５）
前記アゾール抗真菌剤が、ポサコナゾール、ボリコアゾール（ｖｏｒｉｃｏａｚｏｌｅ）
、フルコナゾールまたはイトラコナゾールから選択される、項目３記載の組成物。
（項目６）
前記エキノキャンディン抗真菌剤が、カスポファンギン酢酸塩またはミカファンギンから
選択される、項目３記載の組成物。
（項目７）
２つまたはそれ以上の鉄キレート化合物をさらに含む、項目１記載の組成物。
（項目８）
前記２つまたはそれ以上の鉄キレート化合物が、デフェリプロンおよびデフェラシロクス
を含む、項目７記載の組成物。
（項目９）
２つまたはそれ以上の抗真菌剤をさらに含む、項目１記載の組成物。
（項目１０）
前記２つまたはそれ以上の抗真菌剤が、ポリエン抗真菌剤、アゾール抗真菌剤またはエキ
ノキャンディン抗真菌剤から選択される、項目９記載の組成物。
（項目１１）
前記抗真菌剤が、アンホテリシンＢデオキシコール酸塩、リポソームアンホテリシンＢ、
アンホテリシンＢ脂質複合体、アンホテック、ポサコナゾール、ボリコアゾール、フルコ
ナゾール、イトラコナゾール、カスポファンギン酢酸塩またはミカファンギンから選択さ
れる、項目１０記載の組成物。
（項目１２）
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治療有効量の前記鉄キレート化合物、前記抗真菌剤またはそれらの両方をさらに含む、項
目１記載の組成物。
（項目１３）
医薬上許容され得る媒体をさらに含む、項目１記載の組成物。
（項目１４）
真菌症を治療または予防する方法であって、真菌症を有するかまたは真菌症に感染し易い
個体に、治療有効量の少なくとも１つの鉄キレート化合物を真菌症の重症度を減少させる
のに十分な時間にわたって投与することを含み、該鉄キレート化合物が、該真菌症に対す
る非シデロフォアまたは非異種シデロフォアを含む、方法。
（項目１５）
前記真菌症が、接合真菌症、アスペルギルス症、クリプトコッカス症、カンジダ症、ヒス
トプラズマ症、コクシジオイデス症、パラコクシジオイデス症、フザリウム症（ヒアロヒ
ホ真菌症）、ブラストミセス症、ペニシリウム症またはスポロトリクス症を含む、項目１
４記載の方法。
（項目１６）
前記接合真菌症が、ムコール症をさらに含む、項目１５記載の方法。
（項目１７）
前記ムコール症が、脳型ムコール症、肺ムコール症、胃腸ムコール症、播種性ムコール症
、骨ムコール症、縦隔ムコール症、気管ムコール症、腎臓ムコール症、腹膜ムコール症、
上大静脈ムコール症または外耳炎ムコール症を含む、項目１６記載の方法。
（項目１８）
前記ムコール症が、ケカビ目内の感染性因子に関連する、項目１７記載の方法。
（項目１９）
前記ケカビ目内の因子が、Ｒｈｉｚｏｐｕｓ　ｏｒｙｚａｅ（Ｒｈｉｚｏｐｕｓ　ａｒｒ
ｈｉｚｕｓ）、Ｒｈｉｚｏｐｕｓ　ｍｉｃｒｏｐｏｒｕｓ変種ｒｈｉｚｏｐｏｄｉｆｏｒ
ｍｉｓ、Ａｂｓｉｄｉａ　ｃｏｒｙｍｂｉｆｅｒａ、Ａｐｏｐｈｙｓｏｍｙｃｅｓ　ｅｌ
ｅｇａｎｓ、Ｍｕｃｏｒ種、Ｒｈｉｚｏｍｕｃｏｒ　ｐｕｓｉｌｌｕｓおよびＣｕｎｎｉ
ｎｇｈａｍｅｌｌａ種（Ｃｕｎｎｉｎｇｈａｍｅｌｌａ科）からなるＲｈｉｚｏｐｕｓ種
から選択される、項目１８記載の方法。
（項目２０）
前記カンジダ症が、Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ、Ｃａｎｄｉｄａ　ｋｒｕｓｅｉ
、Ｃａｎｄｉｄａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｃａｎｄｉｄａ　ｇｌａｂｒａｔａおよびＣ
ａｎｄｉｄａ　ｐａｒａｐｓｉｌｏｓｉｓからなるCandida種から選択される感染性因子
に関連する、項目１５記載の方法。
（項目２１）
前記アスペルギルス症が、Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｕｍｉｇａｔｕｓ、Ａｓｐｅｒｇ
ｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ、Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｔｅｒｒｅｕｓ、Ａｓｐｅｒｇｉ
ｌｌｕｓ　ｎｉｄｕｌａｎｓおよびＡｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｃｌａｖａｔｕｓからなる
Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ種から選択される感染性因子に関連する、項目１５記載の方法。
（項目２２）
前記鉄キレート化合物が、デフェリプロンまたはデフェラシロクスを含む、項目１４記載
の方法。
（項目２３）
２つまたはそれ以上の鉄キレート化合物をさらに含み、各鉄キレート化合物が、前記真菌
症に対する非シデロフォアまたは非異種シデロフォアを含む、項目１４記載の方法。
（項目２４）
前記２つまたはそれ以上の鉄キレート化合物が、デフェリプロンおよびデフェラシロクス
を含む、項目２３記載の方法。
（項目２５）
前記予防が、前記真菌症の発症の前に、前記少なくとも１つの鉄キレート化合物を予防的
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に投与することを含む、項目１４記載の方法。
（項目２６）
真菌症を治療または予防する方法であって、真菌症を有するかまたは真菌症に感染し易い
個体に、治療有効量の少なくとも１つの鉄キレート化合物および少なくとも１つの抗真菌
剤を真菌症の重症度を減少させるのに十分な時間にわたって投与することを含み、該鉄キ
レート化合物が、該真菌症に対する非シデロフォアまたは非異種シデロフォアを含む、方
法。
（項目２７）
前記真菌症が、接合真菌症、アスペルギルス症、クリプトコッカス症、カンジダ症、ヒス
トプラズマ症、コクシジオイデス症、パラコクシジオイデス症、フザリウム症（ヒアロヒ
ホ真菌症）、ブラストミセス症、ペニシリウム症またはスポロトリクス症を含む、項目２
６記載の方法。
（項目２８）
前記接合真菌症が、ムコール症をさらに含む、項目２７記載の方法。
（項目２９）
前記ムコール症が、脳型ムコール症、肺ムコール症、胃腸ムコール症、播種性ムコール症
、骨ムコール症、縦隔ムコール症、気管ムコール症、腎臓ムコール症、腹膜ムコール症、
上大静脈ムコール症または外耳炎ムコール症を含む、項目２８記載の方法。
（項目３０）
前記ムコール症が、ケカビ目内の感染性因子に関連する、項目２９記載の方法。
（項目３１）
前記ケカビ目内の因子が、Ｒｈｉｚｏｐｕｓ　ｏｒｙｚａｅ（Ｒｈｉｚｏｐｕｓ　ａｒｒ
ｈｉｚｕｓ）、Ｒｈｉｚｏｐｕｓ　ｍｉｃｒｏｐｏｒｕｓ変種ｒｈｉｚｏｐｏｄｉｆｏｒ
ｍｉｓ、Ａｂｓｉｄｉａ　ｃｏｒｙｍｂｉｆｅｒａ、Ａｐｏｐｈｙｓｏｍｙｃｅｓ　ｅｌ
ｅｇａｎｓ、Ｍｕｃｏｒ種、Ｒｈｉｚｏｍｕｃｏｒ　ｐｕｓｉｌｌｕｓおよびＣｕｎｎｉ
ｎｇｈａｍｅｌｌａ種（Ｃｕｎｎｉｎｇｈａｍｅｌｌａ科）からなるＲｈｉｚｏｐｕｓ種
種から選択される、項目３０記載の方法。
（項目３２）
前記カンジダ症が、Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ、Ｃａｎｄｉｄａ　ｋｒｕｓｅｉ
、Ｃａｎｄｉｄａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｃａｎｄｉｄａ　ｇｌａｂｒａｔａおよびＣ
ａｎｄｉｄａ　ｐａｒａｐｓｉｌｏｓｉｓからなるCandida種から選択される感染性因子
に関連する、項目２７記載の方法。
（項目３３）
前記アスペルギルス症が、Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｕｍｉｇａｔｕｓ、Ａｓｐｅｒｇ
ｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ、Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｔｅｒｒｅｕｓ、Ａｓｐｅｒｇｉ
ｌｌｕｓ　ｎｉｄｕｌａｎｓおよびＡｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｃｌａｖａｔｕｓからなる
Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ種から選択される感染性因子に関連する、項目２７記載の方法。
（項目３４）
前記鉄キレート化合物が、デフェリプロンまたはデフェラシロクスを含む、項目２６記載
の方法。
（項目３５）
前記抗真菌剤が、ポリエン抗真菌剤、アゾール抗真菌剤またはエキノキャンディン抗真菌
剤から選択される、項目２６記載の方法。
（項目３６）
前記ポリエン抗真菌剤が、アンホテリシンＢデオキシコール酸塩、リポソームアンホテリ
シンＢ、アンホテリシンＢ脂質複合体またはアンホテックから選択される、項目３５記載
の方法。
（項目３７）
前記アゾール抗真菌剤が、ポサコナゾール、ボリコアゾール（ｖｏｒｉｃｏａｚｏｌｅ）
、フルコナゾールまたはイトラコナゾールから選択される、項目３５記載の方法。
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（項目３８）
前記エキノキャンディン抗真菌剤が、カスポファンギン酢酸塩またはミカファンギンから
選択される、項目３５記載の方法。
（項目３９）
２つまたはそれ以上の鉄キレート化合物をさらに含み、各鉄キレート化合物が、前記真菌
症に対する非シデロフォアまたは非異種シデロフォアを含む、項目２６記載の方法。
（項目４０）
前記２つまたはそれ以上の鉄キレート化合物が、デフェリプロンまたはデフェラシロクス
を含む、項目３９記載の方法。
（項目４１）
２つまたはそれ以上の抗真菌剤をさらに含む、項目２６記載の方法。
（項目４２）
前記２つまたはそれ以上の抗真菌剤が、ポリエン抗真菌剤、アゾール抗真菌剤またはエキ
ノキャンディン抗真菌剤から選択される、項目４１記載の方法。
（項目４３）
前記抗真菌剤が、アンホテリシンＢデオキシコール酸塩、リポソームアンホテリシンＢ、
アンホテリシンＢ脂質複合体、アンホテック、ポサコナゾール、ボリコアゾール、フルコ
ナゾール、イトラコナゾール、カスポファンギン酢酸塩またはミカファンギンから選択さ
れる、項目４２記載の方法。
（項目４４）
前記予防が、前記真菌症の発症の前に、前記少なくとも１つの鉄キレート化合物および少
なくとも１つの抗真菌剤を予防的に投与することを含む、項目２６記載の方法。
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